
燿
亀

西
新
井
町
自
治
会
だ

よ

り

平
成

一
〇
年
八
月

自
治
会
広
報
部

西
新
丼
町
自
主
肺
災
会

設
立
大
会

八
月
二
十

一
日

（金
）

関
係
者
の
出
席
を
乞
う

年
度
後
半
の
活
動
に
思
う

歯
降
会
々
晨
　
夙
永
　
昭

小
雨

の
降
る
今
年
度

の
納
涼
祭
も
、

町
内

の
皆
様

の
ご
理
解

と
、
役
員
他
各

団
体

の
努
力
と
協
力

に
よ
り
、
無
事
盛

会
の
内
に
終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

紙
上
を
お
借
り
し
ま
し
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ

ま
す
。

自
治
会
事
業
と
し
て
、
今
後

『
敬
老

会
』

の
実
施
、
山
辺
地
区

『
体
育
祭
』

へ
の
参
加
、
町
内

『
文
化
祭
』

の
開
催

と
続
き
ま
す
が
、
変

わ
ら
ず
ご
協
力
を

お
願
い
致

し
ま
す
。

更

に
今
年
度
は

【
自
主
防
災
会
】
の

設
立
と
、
中
長
期
的
展
望
と
し
て

【
区

画
整
理
】

に

つ
い
て
の
ご
理
解
を
得
る

為

の
勉
強
会
を
発
足
す
る
段
階

に
な

っ

て
居
り
ま
す
。

・阪
神
淡
路
大
震
災
も
時
と
共

に
、
私

達

の
記
憶

か
ら
遠
ざ

か
り

つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
当
時

の
生

々
し
い
地
震
災
害

の

恐
ろ
し
さ
を
思
い
出
し
、

《
備
え
あ
れ

ば
憂

い
無
し
》

の
意
味

か
ら
も
防
災

の

日

〔
九
月

一
日
〕
迄

に
町
内

【
自
主
防

災
会
】
を
発
足
さ

せ
る
予
定

に
な

っ
て

お
り
ま
す
。

区
画
整
理
に

つ
い
て
は
、
参
加
希
望

者
に
よ
る
第

一
回
目

の
勉
強
会
を
市
職

員
を
迎

え
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

今

後

は
自

治
会

の

《
諮

問
機

関
》

を

作

り
、

町
内

有
志

の
参

加
を

お
願

い
し

ま

し

て
、

町
内

プ

ロ

ッ
ク
別

の
勉

強
会

を
実

施

し

て
行
く

予

定

に
な

っ
て
お
り

ま
す
。

今

年

の
納

涼
祭

を
実
施

し

て
、

つ
く

づ
く
感

じ
た
事

で
す
が
、　
一
人

一
人

の

人
間

が

い
く

ら
頑

張

っ
て
も
出
来

な

い

こ
と
が
、
　
一
人

一
人
が
各
ポ

ジ

シ

ョ
ン

で
努

力

す

る
事

で
、

結
集

し

て
大

き
な

力

と
な

る
、

と
言

う

こ
と
を
実

感

で
き

た
事

で
す
。

西
新
井
町
も
今
後
時
代

と
共
に
、
様

々

な
変
革

を

迎

え
る

と
思

い
ま

す

が
、
話

し
合

い

の
場

を
持

ち
、

互

い

に
相
手

の

立
場
・を
理

解

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

間

題
が

解

決

し

て
行

く
事

と
思

い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ

れ
が
自
治
会

の
使
命

と
思

っ

て
お

り
ま

す
。

山
辺
地
区
の
区
画
整
理
事
業
も
、

逐

次
完

成
進
行

し

て
い
る
現

況

で

す
。

西
新
井

町

に
於

い
て
も

【
安

心
し
て
住

め
る
町
】

【
い
き

い
き

暮

ら
せ

る
町
】

【
古
里
と
呼

べ
る

町
】

こ
れ
ら

の
観
点

か
ら
、

二
十

一
世
紀

に
向
け

て
、

公
共
施

設
が

整
備
さ
れ
た
町
造

り
を
、

町
内
皆

さ
ん
と
共

に
、
真

剣

に
考

え

る
時

期

に
来

て
い
る
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
都

市
化

の

進

む
中
、

道
路
が
整
備

さ

れ
な

い

ま
ま
、

無
秩
序

に
住
宅
が
建

ち
始

め
れ
ば
、
道
路
は
狭
く
、
公
園
も
、

広
場
も
な

い
生

活
環
境

に
悪
化

し

た
町
に
な

る
。

こ
れ
は
隣

接

す

る

他

町
内

を
見

れ
ば
、

明
白

な
事
実

で
あ

る
。

こ
の
意
味
か
ら
も
、
計
画
的
で
、

総
合
的
な

『
住
み
良
い
町
づ
く
り
』

を
皆
さ

ん
と
共

に
、
知
恵

を
結
集

し
、
我

々
と
、

子
孫

の
為

、
、
後

世
に
引
き
継
ぐ
社
会
資
本
整
備
を
、

早
急

に
進

め
な
け

れ
ば
な

ら
な

い

大
き
な
問
題

で
あ

り
ま
す
。

以
上

の
こ
と
か
ら
、

『
住

み
良

い
町
』

に
す
る

に
は
、
今

後
ど
う

す
れ
ば

よ

い
の
か

［
区
画

整

理
］

と
は
ど
う
い
う
も

の
な
の
か
、
と
、

皆
様

と
共

に
研
究

し
、
勉

強

し
て

行
き
た

い
も

の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の

「町
づ
く
り
」

を
考
え
る
会

ロ

六
月

一
八

日
第

一
回

【
区

画
整

理

】

勉

強
会

を
開
催

い
た
し

ま

し

た
。

熱

心

な

西
新
井

町

の
皆

様

で
、

自

治
会

館

が

満
席

に
な

る
盛

況

で
、

関

心

の
深

さ

を

知

り
ま
し

た
。

全
町
民
対
象

に
勉
強
会
開
催

の
意
見

・

要

望
が
あ

り
、

町
内

を

４
プ

ロ
ッ
ク
に

分

け

て
開
催

す

る
事

に
致

し
ま
し
た
。

こ
の
機

会

に
疑

間
点

・
不
安

を
解
消

す

る
為

に
、

積

極

的

な

参

加

を
お
願

い

致

し
ま
す
。

ビ
デ
オ
を
中
心
に
区
画
整
理
の
総
括
的
な
説
明
と
質
疑

一
．
二
回
の
お
さ
ら
い

ｏ
総
合
的
な
見
地
か
ら
、

る
べ
き
姿
の
質
疑
応
答
等

ブ
ロ
ッ
ク
別
日
程
表
に
従
い

午
後
七
時
三
〇
分
よ
り

自
治
会
館
に
於
い
て

日
程
は
、
す
で
に
各
家
庭

に
配
布
さ

れ
た

《
【
区
画
整
理
】

の
勉
強

会

の
お

知

ら
せ
》

で
お
解

り
と
思

い
ま
す
。

約

四
ヶ
月

に
わ
た
る
勉
強
会

で
す
。
お

仕
事
を
終
え
て
お
疲
れ

の
所

で
す
が
、

ご
出
席
を
切
に
お
願
い
致

ｔ
ま
す
。

６
新
ヰ
呵
工
島
養
駆
♯
同
事
夏
会

一一

● ●

専
門
用
語

・
他
町
内
の
参
考
説
明
と
、
公
園
の
面
積

・

減
歩
率

・
精
算
金
な
ど



■`■

・
　
・　
´

断
拌
町
Ａ
ぶ
節
愛
飾

育
戌
会

々
牧́
　

均^

１

９

９

８

年

育

威

曇

役

会
　
長

副
会
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会
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副
会
長

会
　
計
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計
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早小石鳥
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六六三二九七
八 三 六 五 三 六

四三 一 九三 五

六 九 七 三 四 九

☆
　
子
供

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

☆
　
第

一
回
廃
品
回
収

☆
　
石
上
神
社
祭
典

（
子
供
み
こ
し
）

☆
　
子
供
八
木
節

（踊
り
）
の
練
習

第
二
回

第
二
回

☆
　
西
新
井
町
納
涼
祭

☆
　
ラ
ジ
オ
体
操

二
回
グ

リ
ー

ン
パ
ー
ク
除
草
作
業

二
回
廃
品
回
収

予
備
日

☆
　
育
成
会
バ

ス
旅
行

【
場
所
　
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
】

一
一
月
二
八
日

（
土
）

☆
　
餅

つ
き
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
月
第

一
週

☆

・
山
辺

・
矢
場
川
カ
ル
タ
大
会
　
　
　
九
九
年
二
月

☆
　
中
学
校
卒
業
生

へ
記
念
品
贈
呈
　
　
　
〃
　

二
月

小

学

鮫

入

学

者

　

お

め

て

と

う

今
井
千
尋

。
大
場
達
也

・
小
沢
拓
之

。
坂

田
英
光

・
須
永

有
哉

須
永
拓
実

・
竹
内

航
平

。
鶴
巻
香
保

・
土
市
実
夢

，
徳

植
梨
花

蓮
見
知
花

。
日
野
綾
香

。
本

田
健
吾

。
西
澤
み
ず
樹

中

学

膜

卒

業

生

　

お

め

て

と

う

須

永

雄

一
・
須

永

正
俊

崇

・
正

田
留
実

・

千

恵

。
青

木

大

和

・

朋

子

・
須

永

結
佳

理

佐

々
木

一
人

齋 小 山村 須

藤 倉 田越 永

友 正 雅 恵 一

紀 裕 美 理 記

1専
・ ・ ・ ・
・ 小 西塩 塩

松 沢 川 田 田

本 将 敦 亮 怜

ま 生 子 一 一

り
°・ ・ ・

子 児 須須
・ 玉 永 永

新角

井 田

美祐
香輝

正
之

（
二

一
隣
組
）

英
男

（
一
三
―

一
隣
組
）

正
晴

（
二
五
隣
組
）

善
明

（進
峰

マ
ン
シ
ョ
ン
）

須
永
信

一

（
二
六
隣
組
）

須
永
　
進

（　
九
隣
組
）

９

８

年

育

臓

会

鰐員澤コ

〕ニ

4

日

程
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活  の り舞 め回  す
躍今 公 ・ をの両今

°
西

｀
年演新披言毛年
又昨が中露葉五の

祭 お利 にで大月
出 りふ花す 日に

演 まるを
°
市始

のす さ添七公 ま

と ピ演 り
｀

数 夕奏 お第
々祭 と̀褒一

新
井
町
八
木
節
愛
好
会
も
、
発
足
約
二
五
年
が
経
過
し
て
現
在

に
至

っ
て
居
る
所

で

り
週

一
回

で
ガ

ン
バ

ッ
テ

い
ま
す
。

六
月

に
は

演

に
足

利
代

表

と
し

て
参

加
、
観
客

の
皆
様

よ

月

に
入

り
、

石
上
神
社
夏

祭

り
に
は
五

ヶ
所

で

え
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、

町
内
納
涼

祭

・
ア

と
祭

り

ｏ
敬
老
会

・
太
平

記
館

。
足
利

文
化

祭

時
は
、
夕
立
の
雨
の
中
、
会
員

の
皆
様

に
は
、
特
段

の

、
育

成
会

の
大
勢

の
方

に
踊

り

で
協

力

を
頂

き
、

有

り
難

う
ご

ざ

い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
足
利
八
木
節
発
展

の
為
と
西
新
井
町
八
木
節
知
名
度
向
上
に
頑
張
り
ま
す
。

納 兼 無 ハ 木 節 (下 )盲 成 会 の 皆 さ れ●

会
長
　
夙
永
鬼
久

練
習

も
、

二

市
発
表
会

・

を
頂

い
た
所

し
て
、

祭

り

野
祭

り

。
足

予
定

さ
れ

て

年

と
、
納

涼

・ |■
.|″
|`

ヽ

`|


